






【要約】Chlamydia trachomatis(C.trachomatis)は産道感染を主体とする母子感染によっ

て新生児、乳児の封入体結膜炎や肺炎を発症する。新生児・乳児肺炎 7例、新生児結膜炎

2例、肺炎患児 2例の母親、成人の結膜炎 2例より臨床材料を採取し、主要外膜蛋白の ompA

遺伝子を PCR 法で増幅した後に制限酵素による切断点を比較することにより

C.trachomatis の血清型を決定した。肺炎患児の鼻咽腔スワブよりは E 型のみが検出され

た。成人の結膜スワブよりはG型が検出された。


